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本節から、解析モデルの形状について、CAD で入力する方法を学ぶ。

初期設定が終了すると、図 2-4-1 に示すモデラー画面が表示される。画

面右側の 4 つのウインドウは、各々骨組平面図（左上）、立面軸組図(X

通り面：左下)、立面軸組図(Y 通り面：右上)、骨組透視図（右下）で

ある。ここでは、既に設定した通り芯や構造物の規模などを利用して、

構造物の外形を表す通り芯とその記号が表示されている。 

 
 
 

まず、4つの画面の基本的な操作法について学ぶ。画面を拡大したい

場合は、各ウインドウの上部青色のタイトル部分をマウス左ボタンでダ

ブルクリックする。また、元の状態に戻したい場合は、同じく上部右側

の真ん中のツールチップを一回押す。これで図 2-4-1 に示すモデラーの

基本構成図に戻ることになる。次に、ウインドウ内の図形の拡大・縮小

に関する操作法を学習しよう。3つの図面と透視図では、操作法が少し

異なる。まず、各図面の操作法について述べる。図面の拡大は、Shift

キーもしくは Ctrl キーを押しながら、マウス左ボタンを押し、向こう

側にドラッグする。同様に、手前に引きながらドラッグすると、その図

面は縮小する。Shift キーと Ctrl キーの違いは、微小に変化させる場

合は Shift キィを、また大きく変化させる場合は、Ctrl キーを用いる。 

次に、図面を横、縦に移動させたい場合は、Shift キーもしくは Ctrl

キーを押しながら、マウス左ボタンをダブルクリックし、押した状態で

2.4 構造物の解析

モデル

2.4.1 画面名称と

基本的な画面操作

法（通り芯、階な

どの図面移動）

図 2-4-1 モデラー画面
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その方向にドラッグさせる。これで、図面が移動する。Shift キーと Ctrl

キーの違いは、拡大・縮小操作と同じである。 

次に、透視図に関する操作について学ぶ。まず、拡大・縮小はマウス

左ボタンを押しながら、手前もしくは向こう側にドラッグする。これで

透視図が拡大・縮小する。透視図回転の操作は、Shift キーもしくは Ctrl

キーを押しながら、マウス左ボタンを押し、上下・左右にドラッグする

と、x・y 軸について、あるいは z 軸について図形中心位置を中心に、

図形が回転する。また、Shift キーもしくは Ctrl キーを押しながら、

マウス左ボタンをダブルクリックし、そのままドラッグすると、透視図

が平行移動する。 

なお、このモデラーの基本構成図以外で、新しくウインドウを開きた

い時は、新規ウインドウツールチップ*3を押す。また、ウインドウをタ

イル表示するには、ウインドウタイル表示ツールチップ*4を、ウインド

ウを重ねて表示させたい時は、ウインドウ重ね表示ツールチップ*5を押

す。ただし、一端、上記のウインドウ表示を行うと、元のモデラー基本

構成に戻らないので、注意して使用されたい。なお、ツールバー上のボ

タンをツールチップといい、モデラーでは横に配置されているツールバ

ーをツールバーA、たてに配置されているものをツールバーBと呼ぶ。 

読者は、今までに学習したウインドウに関する基本的な操作をここで

復習しよう。 

 
  

次に、図 2-1-1 に示した解析モデルを入力しよう。基本的なメニュー

やツールチップあるいはマウス操作でデータ入力することができる。簡

単な操作でモデルが設定できることを実感されたい。後節で、メニュー

やツールチップの詳しい説明を行う。そこでは、さらに多くの操作法を

学ぶことになる。 
設定順序は、以下のようである。 

 

１．要素を選択してはりと柱を構造物の形状に配置する。 

２．この解析モデルに境界条件を設定する。 
３．静的な節点荷重を節点に設定する。 
４．設定したデータをファイルに出力する。 

 
解析モデルは平面図を用いて行う。全ての図面は、最初、全体表示とな

っている。まず、図面前進ツールチップ*6を押すことで１Ｆの平面図を

2.4.2 CAD による

データ設定演習

*3  

*4  

*5  

*6  
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表示させる。この平面図上で基礎ばりと１階の柱を設定する。以後は、

図を参照し、このマニュアルの表示と同様に操作されたい。 
 最初に、基礎ばりを入力しよう。図 2-4-2 の画面左側の部材等設定用

ダイアログバーで、「部材」を選択する。これから平面図に位置指定す

る部材の仕様を、このダイアログバーで設定する。まず、要素番号を選

択するわけであるが、この項目には先に設定した部材要素の記号が配置

されている。この中から部材要素を選択する。ここでは、「G01」要素を

選ぶ。次に、グループ番号を指定する。このグループ番号はプレゼンタ

ーや部材設計の際に使用されることになる。後の設定項目は、ここでは

規定値のままとしよう。その内容は後節で説明する。次に、この部材を

平面図上に割り付けを行う。まず、はりを選択するために、たてに配置

されているツールバーB のはり登録ツールチップ*7 を押す。「はりを登

録します」というメッセージが表示され、登録準備が整うことになる。

マウスを通り芯 x1 の近くに置き、左ボタンをクリックする。この操作

で通り芯 x1 に赤い丸印が表示され、はりの一端が設定できたことにな

る。続けて、マウスを通り芯 x3 の近傍におき、同じく左ボタンをクリ

ックすると x1 から x3 にかけて赤い線分が表示される。これで、x1 か

ら x3 までに基礎ばりが設定されたことになる。 

 

続けて同様の操作を行うことで、同じ要素のはり部材が設定される。

演習では、この基礎ばりひとつであることから、はりの入力は終了であ

る。設定終了処理は、たてに配置されているツールバーBの最後にある

図 2-4-2 基礎ばり

の割り付け

赤色表示 
基礎はり設定 

*7  

ダイアログバー

上部のメッセー

ジ領域にも、「は

り登録処理を実

行」が表示され

る。 

注意：マウスで節点を指定す

る際、システムが間違って位

置を赤色丸印で表示する場

合がある。このとき、即座に

X印のツールチップを押し、

処理を中止した後、当該画面

を再表示もしくは、図面の拡

大縮小処理を行われたい。そ

の後は、正確な節点指定が可

能となる。 
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×印のツールチップ*8をクリックする。これで、基礎ばりの入力が完了

したことになる。どのようにはりが設定されたかをチェックするために、

画面上部のツールバーA の中のツールチップ*9をクリックする。その結

果、図 2-4-3 に示す平面図が得られる。ここでは、基礎ばりが通り芯間

で 3つに分割されており、しかも、実際の節点が、自動的に番号が振ら

れて設定されている。平面図の丸印は実際の節点であり、その印の右下

の番号は節点番号を表す。また、部材上側の番号は部材番号を意味する。

さらに、図 2-4-3 には、両立面図と透視図に基礎ばりが矩形として描か

れている。このようにはりや柱を割り付けていくわけであるが、常に、

他の図面や透視図を見て、検証していくことが大切である。 

 

次に、柱を設定しよう。ここでは、柱の設定も平面図で行う。無論、

立面図を利用して、柱の設定を行っても良いが、やはり、平面図が最も

容易に設定可能である。 
先に示したはりの設定とほとんど同様な手続きで、柱を割り付けるこ

とができる。まず、画面左側の部材等設定用ダイアログバーで、「部材」

を選択する。既に、選択している場合はそのままにしておく。ここで、

柱部材の仕様を選択する。まず、要素を選択するわけであるが、演習で

は、柱の「C01」要素を選ぶ。次に、グループ番号を指定する。後の設

定項目はここでは規定値のままとしよう。 

次に、この部材を平面図上に配置する。まず、柱を選択するために、

たてに配置されているツールバーBの上から7つ目の柱登録ツールチッ

図 2-4-3 基礎ばり

入力チェック

*8  

*9    
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プ*10を押す。「柱を登録します」というメッセージが表示され、登録準

備が整うことになる。マウスを通り芯 x1 の近くに置き、左ボタンをク

リックする。この操作で通り芯 x1 に赤い丸印が表示され、柱の一端が

設定できたことになる。続けて、マウスを通り芯 x3 近傍におき、同じ

く左ボタンをクリックすると、x1 から x3 にかけて赤い線分が表示され

る。これで、x1 から x3 間に存在する柱が設定されたことになる。設定

される柱は通り芯位置に存在するとして、システムが自動的に割り付け

る。無論、柱の他端は、2F の同位置に存在する通り芯交点ということ

になる。この場合、柱は分割されておらず、１部材として設定される。

また、節点に関して、システムは同位置に既に設定されている実節点は

その節点を用い、存在しない場合は節点番号を振って新たに節点を生成

することになる。 

 

 演習用の平面フレームでは、この間の柱しか存在しないので、×印

をクリックして設定を終了する。柱設定操作を終了すると、図 2-4-5 に

示すように柱が表示される。平面図では、通り芯位置に四角の柱型で表

され、立面図では線分で表示される。透視図にも同様に柱が表示されて

いることが分かる。 

演習として、次の操作を復習しよう。まず、X通り立面図にマウスを

移動し、一回クリックしてそのウインドウをアクティブとする。先に示

した操作を思い出して、この立面図に節点番号と部材番号を表示させる。 

図 2-4-4 柱の入力

赤色表示 
柱設定 
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次に、図面前進ツールチップを押して平面図を 2F に移動させ、2 階

におけるはりと柱を入力する。操作方法は、1F で行った方法と全く同

じである。はりと柱の部材要素も 1F と同様とする。ここで、はりと柱

の設定操作を行い、操作法を復習しよう。ただし、この階の柱は 2本と

なっていることに注意されたい。操作終了後の各図面が図 2-4-6 に示さ

れている。読者の PC 上の画面と演習画面が同じになっているか確かめ

よう。 

図 2-4-5 柱の入力

チェック

図 2-4-6 2F におけ

るはりと柱の入力
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さらに、平面図を RF に進める。ここでも、同様の操作で RF 階のはり

を設定する。操作終了後の図面が図 2-4-7 に示されている。これで、解

析モデルの形状と部材配置が全て決定されたことになる。このように簡

単なモデルは容易に設定できることが実感されたものと思う。 
 

 
 
 次に、構築した解析モデルに境界条件を設定する。まず、画面左のダ

イアログバーのメニューで「境界」をクリックする。 
 

 

図 2-4-7 RF における

はりの入力

図 2-4-8 境界条件：

自由度の設定

ダイアログ

バー設定 
「境界条件」 
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ダイアログバーの第１番目の項目から境界条件を選択する。ここでは、

ピン支持を選択すると、第 2項以降の 6項目、つまり、1節点 6自由度

の境界条件がセットされる。そのまま使用しても良いし、セットされた

値を変更して使用することもできる。ここでは、-1 が拘束であり、0が

自由を意味する。また他節点の自由度を同一視する場合も設定可能であ

る。これについてはリファレンスマニュアルを参照のこと。 

以上のようにダイアログバーで節点の拘束状態を設定する。次は、こ

の状態を実際の節点に割り付けて境界条件を設定する。まず、平面図を

アクティブにした後、画面上段のツールバーA内のチップ*11をクリック

して、平面図を 1F に戻す。次に、ツールバーB の境界条件設定ツール

チップ*12を押すと、「境界条件を登録します」というダイアログが表示

され、登録準備が整うことになる。通り芯節点 x1、x2、x3 の近くをマ

ウス左ボタンでクリックすると、次々と各通り芯節点に赤い丸印が表示

され、この節点に境界条件が設定されたことが分かる（図 2-4-9 参照）。

操作が終了すると×印のツールチップをクリックして、境界条件が設定

完了となる。 

 
 
 次に、入力した境界条件をチェックしよう。まず、透視図ウインドウ

をアクティブにした後、マウス右ボタンをクリックすると、プルダウン

メニューが表示される。このメニューの最初の項目である「透視図表示

項目設定」を選択すると、図 2-4-10 に示す骨組表示選択ダイアログが

表示される。このダイアログ中の左上の「境界」にチェックマークを入

れ、「OK」ボタンを押す。 

図 2-4-9 境界条件

を節点に割り付ける

赤色表示 
ピン境界 

*11  

*12  
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 図 2-4-11 に示すように、設定した境界条件が透視図上に赤色で表示

される。この図形より境界条件の設定が適切であるかどうか検証できる。 

 

 
 
 次に、静的荷重を設定する。荷重は図 2-1-1 に見られるように鉛直荷

重と水平荷重が存在する。そこで、ここでは鉛直荷重を静的荷重用の第

1ファイルに、同じく水平荷重を第 2ファイルに設定する。 

 まず、静的荷重をダイアログバー上に設定する。ダイアログバーのメ

ニューで「静荷」を選択する。ここでは、6 自由度の節点荷重として、

図 2-4-10 骨組表示

選択ダイアログ

図 2-4-11 透視図上

の境界条件表示

赤色表示 
境界表示 
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2 ファイル分、設定項目が用意されている。まず、第 1ファイルの鉛直

荷重をセットしよう。演習問題では、鉛直方向の節点荷重は-100kN で

ある。この値を z方向の値としてセットする（図 2-4-12 参照）。 

 

 
 
次に、この節点荷重状態を実際の節点に割り付ける。設定する方法と

して、ここでは 2つの方法を用いて演習する。 

 

 
 

図2-4-13 静的荷重

の集団設定

図 2-4-12 ダイア

ログバーでの静的

荷重設定

ダイアログ

バー設定 
静的荷重設

定 

赤色表示 
荷重集団設定 
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 最初は、集団設定による方法で、2FL の全節点にこの荷重状態を割り

付ける。まず、平面図をアクティブにした後、画面上段のツールバーA

内の図面前進ツールチップをクリックして、平面図を 2F にする。同じ

く画面上段のツールバーA 内の設定選択ツールチップ*13 をクリックし

て、設定方法を集団設定に変更する。次に、縦に配置されているツール

バーB の荷重設定ツールチップ*14 を押すと、「静的荷重を登録します」

というメッセージが表示され、登録準備が整うことになる。マウスの左

ボタンをクリックし、ドラッグで出現するラバーバンドを用いて実際の

節点を全て囲む。これで、囲まれた実節点は赤い丸印表示となり、この

節点に静的荷重が設定されたことになる（図 2-4-13 参照）。操作が終了

すると×印のツールチップをクリックして、2F の静的荷重集団設定が

完了となる。 

 同様に、RF の静的荷重を設定しよう。同様の操作で静的荷重を集団

設定できるはずである。ここでは、読者の演習とする。その結果が図

2-4-14 に示されている。荷重の設定チェックも透視図を使用して行う

ことができる。使用方法は、境界条件のチェックと同じであり、「静的

荷重＿１」の項目にチェックを入れ、表示させる。 
 

 
 
 次に、水平方向荷重を設定しよう。ここでは、1節点入力で行う操作

方法を用いる。今回は立面図を使用してデータを設定する。まず、図面

前進・後退ツールチップを押して、Y 通り立面図の通り芯番号を Y1 に

する。次に、ダイアログバーの荷重状態を設定する。ここでは鉛直荷重

図2-4-14 透視図上

の静的荷重表示

静的荷重

チェック 

*13  

*14  
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と水平荷重を同時に設定することになる。この値を節点に割り付けると

以前に設定した値は上書きされ消去される。この点を特に注意されたい。 
 

 
 
 次に、この荷重状態を 2つの節点に割り付ける。Y通り面の立面図を

アクティブにした後、先に示した設定選択ツールチップを用いて、設定

法を「2 節点による設定」にする。縦方向ツールバーB の静的荷重チッ

プ*15をクリックすると「静的荷重を登録します」というメッセージが表

示され、登録準備が整うことになる。 
 

 

図 2-4-16 1 節点

設定による静的荷

重の割り付け

図 2-4-15 静的荷重

のダイアログバーで

の設定

赤色表示 
1節点での静的荷
重の割り付け 

*15  

静的荷重のダ

イアログバー

での割り付け 
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 荷重が加わっている節点をマウスの左ボタンでクリックすることで、

荷重が設定され、赤い丸印が表示される（図 2-4-16 参照）。操作が終了

すると×印のツールチップをクリックして、1節点の荷重設定が完了と

なる。設定の確認は、図 2-4-17 に示すように透視図上に表示させるこ

とで行う。 

 

 
 線形の静的解析を実行するために必要なデータは、全て設定した。次

に、これらのデータを SPACE の仕様に合わせてファイルに出力する。メ

ニューの[ファイル]→[ファイルの出力]

を選択すると、次のファイル出力ダイア

ログが表示される(図 2-4-18)。 

ここでは、構造ファイル、静的荷重フ

ァイル_1、静的荷重ファイル_2及び情報
ファイルを出力するため、このダイアロ

グの該当するファイルにチェックマーク

を挿入する。その後、「OK」ボタン押すと、

チェックされたファイルへ、設定したデ

ータが、ファイル仕様に合わせて出力さ

れることになる。以上で、一連の作業が

終了した。おおよその操作が理解できた

だろうか。 

図 2-4-17 透視図上

の静的荷重表示

図 2-4-18 ファ

イルの出力ダ

イアログ

静的荷重

チェック 

透視図上に荷重を表示

するには、図 2-4-10 の
ダイアログで荷重表示

をチェックする。ここで

は、「静的荷重＿１」と

「静的荷重＿２」にチェ

ックマークを挿入する。

また、荷重矢印の表示で

その大きさが適切でな

い場合は、ツールチップ

をクリックして、そ

の大きさを変更する。 
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 前節では、モデラーを用いて簡単な解析モデルを作成し、ファイルに

出力した。解析モデルが容易に作成できることに驚いたことでしょう。

しかし、演習で用いた解析モデルは非常に単純であり、設定間違いや操

作ミスを犯すことはほとんど考えられない。しかしながら、実際のモデ

ルはもっと複雑で部材も要素も格段に多くなっている。これらを間違い

なく、効率的に設定するためには、さらに多くのツールと設定項目、チ

ェックシステムが必要となる。そこで、ここではモデラーで使われてい

るメニューとツールチップ、あるいはダイアログバーの基本的な操作法

とその役割について説明しよう。 

最初に、メニュー、ツールバー、ダイアログバー、図面用ウインドウ

について、その役割を簡単に解説する。図 2-4-19 には、モデラーの標

準的なウインドウ配置が示されている。 

 

 
 

 画面上部には主メニューがあり、このメニューには、ファイル、表示、

設定、作成、加工に分類されて、ツールや設定項目が並んでいる。また、

これらはツールバーと同じ機能を有しており、その内容については、こ

のマニュアルを読み進むことで徐々に理解できることになる。図面が描

かれるウインドウでは、マウス右ボタンを押すことで、プルダウンメニ

ューを表示させることができる。このプルダウンメニューでは、主に、

ウインドウの図面表示と透視図の表示項目設定、その図面のプリント出

力に関する機能を呼ぶ出すことができる。 

図2-4-19 画面配置

2.4.3 ダイアログ

バーとツールバー

などの役割と機能

設定用

ダイア

ログバ

ー 

たて配

置ツー

ルバー

B 

横配置ツー

ルバーA メニュー 

平面図 
ｙ通り

立面図 

ｘ通り立面図 構造物透視図 

主メニュー

と 
プルダウン

メニュー 
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横に配置されたツールバーAには、画面表示や設定を制御する機能を

有するチップ群が配置されている。同じ機能は、全て上記のメニューに

も割り付けられている。一方、縦に配置されたツールバーBには、要素

設定や部材設定に関連するチップ群が配置されている。ユーザーは、こ

れらの機能を駆使して、図面ウインドウ内に、はりや柱を割り付けてい

くことになる。 

次に、画面左に配置されているダイアログバーについて説明する。こ

のダイアログバーは 2つの領域に分かれており、上段はメニューと処理

内容を知らせる領域で、下段は選択したメニューに関連するデータ入力

領域となっている。 

SPACE のモデラーは、節点や部材に関する設定情報をメモリー内に有

しており、図面内に部材を割り付ける際の基礎データとして使用してい

る。これらの情報は分類され、あらかじめ既定値がセットされている。

既定値以外の情報をこのメモリーにセットしたい場合、部材や境界条件

などの状態を、まずこのダイアログバー内のデータ入力域でセットし、

メモリー内のデータを更新する。一端変更すると、以後の部材などの図

面割付では、この変更した情報がセットされるので注意されたい。 

画面中央部の 4つのウインドウには、各図面と構造物の透視図が表示

される。モデラー起動時では、左上より時計回りに、平面図、Y通り立

面図、透視図、X通り立面図となっている。新しいウインドウを表示さ

せてその位置を変更しても良いが、この初期配置は解析モデルを作成す

るために十分有効であろう。この 4つのウインドウは互いに連動して描

画されており、3つの図面の内の任意の図面から、データ入力が可能と

なっている。ウインドウ内の図面と透視図は、拡大・縮小、平行移動が

可能であり、また、ウインドウ上部のタイトル部をダブルクリックする

ことで、図面の 1画面表示にすることもできる。この 1画面表示を用い

ることで、細かい部分の部材設定や指定が容易となる。 

 

  

 ここでは、よく使用されるツールバーＡ内の機能について説明する。

複雑な機能は後章で解説する。表 2-1 には、ツールバーＡ内でよく使用

される基本的なツールチップがまとめられている。 
 
 
 
 

2.4.4 ツールバー

Ａ

ツールバーＡと 
ツールバーＢ 

ダイアログバー 

図面ウインドウ 
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       表 2-1 ツールバーＡの機能 
 

チップ

番号 記号 名前 機能 適用 

１  部材表示チップ 
図面上の部材線分が表示と非表

示とに反転される。 
各図面で表示と非表示

反転が適用される。 

２  節点表示チップ 
図面上の節点記号が表示と非表

示とに反転される。 

各図面で表示と非表示

反転が適用される。 

３  部材番号表示チップ 
部材番号が表示と非表示とに反

転される。 

部材表示が ON になって

いないと表示されない。

４  要素番号表示チップ 
要素番号が表示と非表示とに反

転される。 

部材表示が ON になって

いないと表示されない。

５  節点番号表示チップ 
節点番号が表示と非表示とに反

転される。 
節点表示が ON になって

いないと表示されない。 

６ 
 

透視図表示チップ 
構造物の解析モデルが透視図で

表示される。 
 

７ 
 

平面図表示チップ 
解析モデルの平面図が表示され

る。 
 

８ 
 

x 通り立面図表示チッ
プ 

解析モデルの X 通り面の立面図
が表示される。 

 

９ 
 

y 通り立面図表示チッ
プ 

解析モデルの Y 通り面の立面図
が表示される。 

 

１０  
通り芯番号前進図面

表示チップ 

立面図では通り芯番号が前進、平

面図では階層が上昇して、新たに

図面が表示される。 

最上層または最背面に

達すると、最下層か最前

面に各々移動する。 

１１  
通り芯番号後退図面

表示チップ 

立面図では通り芯番号が後退、平

面図では階層が下降して、新たに

図面が表示される。 

最下層または最前面に

達すると、最上層か最背

面に各々移動する。 

１２  
処理対象節点の切り

替えチップ 

処理対象節点として、通り芯節点

と実節点を切り替える。 
 

１３  
部材設定と消去処理

の切り替えチップ 

4 つの処理内容（2 点設定、集団

設定、1 点指示消去、集団消去）

を切り替える。 

 

１４  
通り芯・記号表示チッ

プ 

各図面の通り芯とその記号に関

し、表示と非表示を反転する。 
 

１５  
通り芯節点表示チッ

プ 

各図面の通り芯交点の表示と非

表示が反転する。 
この通り芯交点が消去

された場合は、その交点

は表示されない。 

１６  
ダイアログバー表示

チップ 

ダイアログバーの表示と非表示

が反転する。 
既定は表示である。 

１７  
ファイルへの保存チ

ップ 

各ファイルにデータを出力する

か否かを選択するためのダイア

ログを表示させる。 
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 表では、各ツールチップの機能を説明したが、さらに、このツールチ

ップを分類して解説する。チップ番号 1～5 のグループは、部材及び節

点の表示に関連している。この 5つのチップは、アクティブなウインド

ウ上でクリックすると表示と非表示が反転する。チップ番号 1をクリッ

クすると、部材線分が該当する図面に表示される。同じく、チップ番号

2 では、実際の節点が図面に円図形で表示される。チップ番号 3～5 で

は、順に、部材番号、要素番号、節点番号の表示と非表示が反転する。

ただし、これらの番号は、部材と節点の表示が ON になっていないと表

示されない。 

次は図面ウインドウの表示に関するグループで、チップ番号 6～9 で

あり、これらはウインドウに図面を表示させる機能を有している。図面

表示は、新規ウインドウでも良いし、既に図面が表示されているウイン

ドウでも良い。指定した図面が初期設定：全部材表示の状態で表示され

る。ただし、図面が表示されているウインドウでは、前図面での通り芯

の表示、部材の表示などの状態を受け継ぐことになる。 

 次のグループはチップ番号 10 と 11 で、アクティブのウインドウでこ

れらのチップを押すと、該当ウインドウ上の図面の通り芯番号を前進も

しくは階層を上昇させたり、逆に後退もしくは下降させたりして、その

通り芯番号、階層の図面を新たに表示させる。最前部と最後部に達した

場合は、連続して最背面もしくは最前面に移動する。 

 チップ番号 12 と 13 は、図面を利用して部材を割り付ける際、あるい

は部材や節点を消去する際に重要な役割を果たす。まず、チップ番号

12 は、処理対象が通り芯節点であるかもしくは実節点かの切り替えに

使用する。アクティブな図面で、このチップをクリックすると対象が反

転し、処理の内容が異なることになる。チップ番号 13 は、部材割り付

けなどの処理内容の変更に使用する。処理内容は、2 節点による設定、

集団による設定、1点で節点・部材消去、集団で節点・部材消去の 4パ

ターンになっている。デフォルトでは、通り芯と 2節点による設定にな

っている。 

次のグループはチップ番号 14 と 15 で、通り芯図形表示とその通り芯

記号、通り名記号、階名記号の表示に関連する。これらも反転チップで

あり、交互に表示と非表示とになる。いずれもデフォルトでは表示であ

る。チップ番号 14 では、各図面の通り芯とその記号を表示する。チッ

プ番号 15 では、通り芯の交点が円形表示される。この交点である節点

は、部材を割り付ける場合に使用する。この交点は消去することもでき、

この場合部材割り付け方法が異なる。これについては後章で説明する。 

ウインドウの図

面表示 

図面の前進表示

と後退表示 

割付処理と消去

処理の変更 

各図面の通り芯

と交点表示 

図面の前進表示

と後退表示 
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各図面用ウインドウで処理内容は異なっており、各ウインドウの上右

隅に現在の状態が表示されている。したがって、処理内容を目的に応じ

て変更するわけであるが、ウインドウ間で異なった状態になっている場

合は、間違いのないよう注意して使用されたい。 

最後に、チップ番号 16 は、ダイアログバーの表示と非表示を反転さ

せるものであるが、通常、ダイアログバーは常に表示して使用されたい。

また、チップ番号 17 は、入力したデータをファイルに出力するための

チップであり、これをクリックすることでファイル出力制御用ダイアロ

グが表示される。このダイアログを利用して設定した情報をファイルに

出力することになる。 

 
   
本節では、図面に部材を割り付ける際、よく使用されるツールバーＢ

内の機能について説明する。表 2-2 には、ツールバーB内で良く使用さ

れる基本的なツールチップがまとめられている。 

 
       表 2-2 ツールバーＢの機能 

 
チップ

番号 記号 名前 機能 適用 

１  
要素・断面作成チッ

プ 

要素・ファイバー断面などを作成す

る機能を呼び出す。 
 

２  
はり部材設定チッ

プ 

はり部材をアクティブな図面ウイ

ンドウに割り付ける環境を整える。 
 

３  柱部材設定チップ 
柱部材をアクティブな図面ウイン

ドウに割り付ける環境を整える。 
 

４ 
 

ブレース部材設定

チップ 

ブレース部材をアクティブな図面

ウインドウに割り付ける環境を整

える。 

 

５  
せん断部材設定チ

ップ 

せん断部材をアクティブな図面ウ

インドウに割り付ける環境を整え

る。 

 

６  
免震部材設定チッ

プ 

免震部材をアクティブな図面ウイ

ンドウに割り付ける環境を整える。 
 

７  節点設定チップ 
任意な位置に実際の節点を作成す

る環境を整える。 
 

８ 
 

静的荷重設定チッ

プ 

静的荷重をアクティブな図面ウイ

ンドウに割り付ける環境を整える。 
 

2.4.5 ツールバー

Ｂ

ダイアログバー

の表示とファイ

ル出力 

処理対象は図面全て

で同一であり、従っ

て、任意の図面でこの

処理対象を変更する

と、他の図面も強制的

に全て変更される。 
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９ 
 

動的荷重設定チッ

プ 

動的荷重をアクティブな図面ウイ

ンドウに割り付ける環境を整える。 
 

１０  
節点質量設定チッ

プ 

節点質量をアクティブな図面ウイ

ンドウに割り付ける環境を整える。 
 

１１  境界設定チップ 
境界条件をアクティブな図面ウイ

ンドウに割り付ける環境を整える。 
 

１２  剛床設定チップ 
剛床状態をアクティブな図面ウイ

ンドウに割り付ける環境を整える。 
 

１３  処理終了チップ 
上記の処理を中止する。  

 
 上記のチップでチップ番号１以外は、図面に部材などを配置する際に

指定するもので、指定前にアクティブとなっている図面で部材を配置で

きる環境を構築する。この状態を解除するためには、チップ番号 13 を

クリックすることになる。 

最初のグループは、チップ番号 2から 6であり、これらは図面に部材

を割り付ける際、指定するものある。SPACE では、部材に関する情報は

各部材独自に保持される仕組みになっており、従って部材を図面に配置

する際、テンプレートと称するシステムの情報保持領域から、情報を受

け渡さなければならない。それらの情報は、一般に後節で説明するダイ

アログバーで再設定されるわけであるが、さらに、これらのチップを選

択することで、その部材がはり、柱など、どの部材であるかを明確にす

るわけである。そのため、このグループのチップをクリックすることで、

ダイアログバー内の情報と同時に部材の種類が設定され、部材を割り付

ける準備が整うことになる。 

 SPACE では、節点に関する情報は各節点ごとに保持される仕組みにな

っている。そのため、部材を図面に配置する際、自動的に節点が作られ

ると座標やその他の情報、つまり節点の拘束状態や局所座標系の有無な

どの一般的な情報が初期設定として受け渡される。ただし、これらの情

報、例えば、節点自由度の拘束状態、荷重などは、一般的に骨組みの形

状が設定された後に割り付けることになる。 

形状設定後に割り付ける機能を有するグループは、チップ番号 8から

10 であり、これらは図面に静的荷重と動的荷重を割り付ける機能、ま

た節点境界条件、剛床仮定を節点に設定する機能などである。荷重の値

や境界条件などは、ダイアログバーで入力設定する。このチップをクリ

ックすると、現在アクティブとなっているウインドウで、設定する環境

が整うことになる。 

割り付け部材の

指定 

荷重と境界、剛

床仮定の指定 
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チップ番号 7は、実際の節点を作成するためのチップである。このモ

デラーでは、部材を割り付ける際、通り芯節点を利用して自動的に実節

点を作成する。しかし、この方法では任意の位置に節点を置くことはで

きない。そこで、このチップをクリックすることで、アクティブな図面

中に節点を置くことができるようになる。 
チップ番号 13 は、はり・柱の設定や節点の追加などの処理を終了す

る場合使用するもので、クリックすると作成・設定・消去処理が中止さ

れる。また SHIFT+左クリックでも同じことが可能である。終了の際、

図 2-4-20 のダイアログが表示される。 

 

 
 

最後にチップ番号 1をクリックすると、要素やファイバー断面データ

を作成する機能を呼び出す。これについては、後節で詳細に説明する。 

  
 
ここでは、ダイアログバーの機能について説明する。図 2-4-21 に示

すようにダイアログバーは 2つの領域に分かれており、上部はダイアロ

グバーのメニューボタンと処理内容、下部はメニューボタンにしたがっ

て表示されるデータ入力領域である。同図では、メニューが境界となっ

ており、下段では、節点の境界条件とその節点の局所座標(度)をセット

する領域が示されている。 

SPACE のモデラーは、節点や部材などは各々その数分、各自の情報を

保持し管理するように設計されている。この情報は、大きく分けて、 

 

１． 特殊断面データ 

２． 要素データ 

３． 部材データ 

４． 節点データ 

 

の 4 種に分けられており、互いにリンク情報によって結び付けられてい

る。特殊断面データと要素データは、ツールバーB内の要素・断面作成

2.4.6 ダイアログ

バー

部材などの設

定処理中止 

実節点の作成 

図 2-4-20「登録終了確認」ダイアログ 
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チップをクリックすることで、これら 2つのデータ群を作成する機能を

呼び出すことができる。これについては後節で詳細に説明する。 

部材データと節点データは、図面ウインドウを利用して図形入力して

作成するわけであるが、この 2つのデータに関する多くの情報は、この

ダイアログバーを利用して設定する。SPACE では、節点と部材を新たに

生成するとき、メモリー内で管理している情報をコピーする。ダイアロ

グバーはこのメモリー内の情報領域のデータとのインターフェイスに

なっている。ダイアログバーのメニューを選択し、データを変更すると

メモリー内の情報領域のデータも更新される。 

ダイアログバーのメニューは、「部材」と「筋交」(ブレース)が部材

データに関する情報で、「境界」、「質量」、「静荷」、「動荷」、「剛床」が

節点に関するデータである。これらのメニューを選択すると各自のイン

ターフェイスとして入力領域に当該の情報が表示される。一端、このダ

イアログバーを利用して、メモリー内の情報領域のデータを更新すると、

その後の部材の割り付け時では、常にこの情報がコピーされるため間違

ったデータを設定する可能性が生じる。例えば、節点に境界条件を設定

した後、そのまま境界条件を変更せずに、他の部材を設定すると、自動

的に生成した節点にはメモリー内の情報領域のデータがコピーされる

ため、間違った境界条件が設定されてしまう。SPACE で用いている情報

の自動設定方法を良く理解して使用することが大切である。 
 
 
SPACE では、通り芯を用いて部材を配置する手法を用いている。初期

設定でスパン数、層数、及びスパン長、桁長、階高などを入力すること

で、構造物の外形が入力される。この外形から通り芯交点が自動的に計

算され、通り芯節点として登録される。この通り芯節点を利用して部材

を配置することになる。 

はり及び柱をこの通り芯節点間に配置すると、自動的に実節点を生成

し部材を設定する。このとき実節点の生成順序に従って節点番号が振ら

れる。指定した通り芯節点位置に既に実節点が存在する場合は、新たに

実節点を作成しないで、既実節点を用いることになる。この処置は、実

節点の 2重定義を防ぐためである。 

指定した通り芯節点間に 1以上の通り芯節点が存在する場合は、その

間に存在する通り芯節点位置にも実節点として登録する。一方、その通

り芯節点位置に、実節点が既に存在すると実節点を生成することなく、

その節点と結合した部材配置となる。この処置（交点処理）も、実節点

図 2-4-21

ダイアロ

グバー

2.4.7 通り芯節点

と実節点
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の 2重定義を防ぐためのものである。 

モデラーは、以上のルールで通り芯節点位置に実節点を自動的に生成

する。しかも、2つの通り芯節点間で部材を分割配置するように設定さ

れていると、この通り芯節点間で等分割位置に自動的に実節点が生成さ

れ、節点番号が振られる。この部材の分割配置の設定法について後節で

説明する。 

通り芯節点は消去することができる。通り芯節点が消去されると当該

位置では、異なった部材配置が行われる。この配置については、後章で

詳細に説明する。 

 
  
 本節では、最も基本的なはり・柱の設定方法、並びにその処理結果に

ついて説明する。はりと柱を配置する場合、通り芯節点間で部材を分割

して設定することができる。この処理は、システムが有しているパラメ

ータに従って行うが、このパラメータは変更することができる。メニュ

ーの[設定]→[設定項目の変更]→[部材作成用設定項目の変更]をクリ

ックすると次のダイアログが表示される(図 2-4-22)。このダイアログ

を用いてはりと柱及びブレースの分割数を変更する。 
  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

このパラメータの規定値は、はりは 3分割、柱は１分割、つまり分割

しないことを意味する。ブレースでは、座屈を考慮する場合、自動的に

ブレース中央に初期不整を与えて、座屈を生じ易くすることが可能とな

っている。形状初期不整量は、不整なし、断面弱軸、断面強軸から選択

2.4.8 はりを設定

する

図2-4-22 部材作

成用設定項目の変

更ダイアログ 

図 2-4-23 ダイ

アログバーでの

分割数変更 
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し、初期不整を考慮する場合は、ブレースの配置を考慮して節点位置を

計算する。なお、形状初期不整は、部材長さに対する比率で与える。例

えば、「断面弱軸」で「1/100」を設定すると、ブレース中央点の座標は、

ブレース長の 100 分の 1 が弱軸方向に形状不整量としてセットされる。

また、「分割点を j端」にチェックすると、ブレースを 2分割した場合、

2 部材の j 端が共に中央分割点になるように設定される。最後に、「不

整量を形状に設定」を選択すると、形状初期不整量は、実際の構造座標

系の位置データに加えられて設定されるが、「不整量を不整データに設

定」を選択すると、この不整量は、形状データとは別に形状初期不整用

のファイルに保存することができる。無論、この形状初期不整は、ファ

イル出力時に、「初期変位ファイル」へ出力しなければならないし、実

際の構造形状は、完全位置の座標が出力されることになる。 

はり・柱の分割数の設定は、図 2-4-23 のダイアログバー上の項目で

も行うことができる。なお、SPACE の仕様では、はり、柱、ブレース以

外の部材は、自動的に分割処理ができないことになっている。 

はりを作成する一連の操作法は、まずツールバーB内のはり作成チッ

プをクリック*16する。ダイアログバーは、「部材」に関するデータが表

示され、入力項目の幾つかを設定する。まず、要素データ登録ダイアロ

グで作成した要素をダイアログバーの選択要素番号で選択する。次に、

配置するはりの部材グループ番号を設定する。第 3項以降のデータは必

要な場合は変更する。これらの情報を更新しながら部材を配置していく

ことになる。 

部材を配置する場合、一般的には平面図を用いる。平面図の場合、配

置したい場所の通り芯節点をクリックしてはりを生成する。立面図の場

合も平面図の場合と同様にはりを作成する。ただし、立面図では、通り

芯に関する表示図面内に、はりが設定され、面外のはりは作成されない。 

部材を配置する場合、2種の設定パラメータの状態でその処理方法が

異なる。この 2種のパラメータの状態が、各図面の上右隅に表示されて

いる。このパラメータの変更には、ツールバーＡ内の処理対象節点の切

り替えチップ*17と部材設定と消去処理の切り替えチップ*18を用いる。 

 

表 2-3 はり部材設定処理内容 

 

パラメータ設定

状態 
通り芯節点 実節点 

2 節点設定 

一般によく用いられる設定法であり、は

り分割と中間通り芯の実節点作成が行わ

れる。 

2 実節点間で 1部材が配置される。通過点

のチェックを行わない。 

*16  

*17  

*18  
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集団設定 強制的に実節点表示に切り替える。 

ラバーバンドで囲まれたはり全てについ

て、リストダイアログで部材情報が変更

可能となる。 

1 点指示消去 強制的に実節点表示に切り替える。 指示されたはりが消去される。 

集団指示消去 強制的に実節点表示に切り替える。 
ラバーバンドで囲まれたはり全てが消去

される。 

 

はり部材の設定は、状態「2節点設定と通り芯節点」で行う。この場

合は、はりの分割や実節点の生成を自動的に行う。また、通り芯節点で

の部材交差処理を行う。一方、2節点設定と実節点使用では、はりの分

割は行わず、また、他部材との交差処理も行わない。この状態での部材

割り付けは注意して行わなければならない。 

集団設定の場合は、実節点の場合のみ実行できる。通り芯節点になっ

ている場合は強制的に実節点使用に変更となる。この集団設定では、四

角のラバーバンドで囲まれたはりが検索され、リストダイアログとして、

はり部材のデータが変更可能となる。このリストダイアログに関する処

理方法は、後章で詳細に説明する。 

はり部材の１点指示消去では、マウスで指定したはり部材が消去され

る。集団消去では、四角のラバーバンドで囲まれたはり部材は、全て消

去される。 

 

 

 次に、柱の設定について説明しよう。柱の設定は、基本的には、はり

と同様の方法で行う。ツールバーB中の柱作成チップ*19を押すことによ

って、柱の割り付け準備が整う。ダイアログバーで柱の基本情報をセッ

トした後、図面を用いて柱を割り付ける。柱の配置は、平面図と立面図

では、異なった方法で行われる。平面図では、通り芯節点を 2節点クリ

ックすると、その間に存在する通り芯節点位置に柱が自動的に配置され

る。作成された柱の他節点は、上階の同位置にある通り芯節点となる。

同種の柱で骨組が構成される場合は、非常に有効な設定方法となる。 

一方、立面図では、通り芯節点を 2節点クリックすると、その間に存

在する通り芯節点では、実節点がない場合は実節点を生成し、部材の交

差処理、及び部材分割処理を行う。 

 実節点での 2節点設定では、2実節点間で 1部材が配置される。この

場合、他部材との交差処理や部材分割は行われない。 

 集団設定の場合、通り芯を用いた設定はなく、強制的に実節点を用い

た設定法となる。四角のラバーバンドで囲まれた柱が検索され、リスト

*19  

2.4.9 柱を設定

する
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ダイアログとして、柱部材のデータが変更可能となる。このリストダイ

アログに関する処理方法は、後章で詳細に説明する。 

 

表 2-4 柱部材設定処理内容 

 

パラメータ設定

状態 
通り芯節点 実節点 

2 節点設定 

一般によく用いられる設定法であり、平

面図では中間通り芯位置に柱が設定さ

れ、立面図では中間の階で通り芯位置が

考慮される。 

2 実節点間で 1部材配置される。 

集団設定 強制的に実節点表示に切り替える。 

ラバーバンドで囲まれた柱全てについ

て、リストダイアログで部材情報が変更

可能となる。 

1 点指示消去 強制的に実節点表示に切り替える。 １点指示でその柱が消去される。 

集団指示消去 強制的に実節点表示に切り替える。 
ラバーバンドで囲まれた柱全てが消去さ

れる。 

 
 
 
 境界条件の設定には、まず、図 2-4-21 のダイアログバーのメニュー

「境界」を押し、境界条件を指定する。表示されたダイアログバー内の

情報を元に境界条件を設定する。ここで、ダイアログバー内の拘束条件

を設定する入力領域に、直接、状態（-1：拘束、0:自由）を設定し直し

ても良く、任意の境界を設定することも可能である。境界を設定する節

点の座標は、釣合座標系であり、特に、局所座標系を使用する節点では

注意しなければならない。 

 ダイアログバーで節点の境界状態を設定した後は、この状態を節点に

割り付ける。設定する図面をアクティブにした後、ツールバーBの境界

条件を設定するチップ*20をクリックし、環境を整える。設定時でパラメ

ータが通り芯設定使用の場合、システムが強制的に実節点使用に切り替

える。 

設定パラメータが 2節点となっている場合、図面上の 1点指定で実節

点に境界状態を割り付ける。また、同じく集団設定となっている場合は、

ラバーバンドで囲まれた実節点全てに、ダイアログバーで選択した境界

状態が設定されることになる。 

 

 

 

2.4.10境界を設

定する

*20  
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  表 2-5 境界条件設定処理内容 

 

パラメータ設定

状態 
通り芯節点 実節点 

2 節点設定 強制的に実節点表示に切り替える。 
1 点指定で 1実節点に境界条件を設定す

る。 

集団設定 強制的に実節点表示に切り替える。 
ラバーバンドで囲まれた実節点全てにつ

いて、境界条件が設定される。 

1 点指示消去 強制的に実節点表示に切り替える。 1 点指定で 1実節点が全自由となる。 

集団指示消去 強制的に実節点表示に切り替える。 
ラバーバンドで囲まれた実節点全てが全

自由となる。 

 

 

本節では、節点荷重の設定について説明する。節点荷重は、静的荷重

と動的解析時の長期荷重とに分かれている。ここでは、静的荷重につい

て設定法を学ぶ。SPACE のソルバーでは、静的荷重は、2 ファイル、動

的解析時の長期荷重には 3ファイルが入力できるようになっている。こ

のことから、ここでも同数のデータが設定できるようになっている。 
最初に、ダイアログバーを用いて、節点における荷重状態を作成する。

まず、画面左側のダイアログバー中のメニュー｢静荷｣ボタンをクリック

し、静的荷重に関する入力域を表示する。この入力域は 2つに分けられ

ており、No.1 は、静的荷重ファイル_1 に、No.2 は静的荷重ファイル_2

に対応している。荷重としては、図 2-5-2 に示す釣合座標系で表される

集中荷重、モーメント荷重が設定できる。荷重は釣り合い座標系で考慮

されるため、特に、局所座標系を用いる節点では注意が必要となる。 

演習では、鉛直荷重を下向きに 100kN 加えていることから、No.1:Pz

に-100 と入力し、残りの領域には、0をセットする。 

 

2.5 荷重の設定

2.5.1 荷重の大き

さを設定する

図 2-5-1 設定用

ダイアログバー

Z 

X 

Y 

Mz 

Mｙ 
Mｘ 

図 2-5-2 節点荷重の座標系

荷重ファイルに

ついては、リファ

レンスマニュア

ルを参照された

い。 
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前節で、ダイアログバーを用いて節点荷重を設定した。後は、この荷

重状態を節点に割り付ける。荷重を割り付ける場合は、実節点を使用す

る。通り芯使用となっている場合は、強制的に実節点使用に変更される。 
平面図、立面図を使用して、荷重を設定するとき、設定パラメータは

実節点、2節点での設定または集団での設定に切り替えておく必要があ

る。まず、荷重を加える節点が表示されている図面に移動させ、ツール

バーB の静的荷重チップ*21をクリックする。次に、2 節点設定になって

いる場合、図面上で実節点をマウス左ボタンでクリックする。荷重が割

り付けられると、実節点は赤丸で表示される。2節点設定となっている

が、この場合、１節点の指示で荷重が設定される。 

集団設定の場合は、図 2-5-3 に示されるように、ラバーバンドで囲ま

れた実節点全てに荷重が割り付けられる。荷重の状態が同じ場合は、非

常に有効な手法であり、利用されると良い。 

 

表 2-6 荷重設定処理内容 

 

パラメータ設定

状態 
通り芯節点 実節点 

2 節点設定 強制的に実節点表示に切り替える。 1 点指定で 1実節点に荷重を設定する。

集団設定 強制的に実節点表示に切り替える。 
ラバーバンドで囲まれた実節点全てにつ

いて、荷重が設定される。 

1 点指示消去 強制的に実節点表示に切り替える。 1 点指定で 1実節点の荷重が 0となる。

集団指示消去 強制的に実節点表示に切り替える。 
ラバーバンドで囲まれた実節点全てで荷

重が 0となる。 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

2.5.2 節点荷重を

実節点に割り付け

る

*21  

図 2-5-3 荷重の集団

設定

 


